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(OKG) 法はガラスの即時的光カー効果を利用し、 TRF スペクトル測定装置に応用したもので、信頼性の高いスペ
クトルが直接に得られるという利点がある。高い非線形感受率をもっ非共鳴高屈折率の無機ガ、ラスを用いた点が新規











みを選択的に追跡できる為、 82、 81蛍光測定に OKG 法を適用し、以下の結果を得た。












開発した TRF スペクトル測定装置を用いることにより、 DF88 のみならずスペクトル形状も評価することができる
ようになった。








高い励起状態 (82) および最低励起状態 (81) からの蛍光異方性緩和速度はそれぞれ異なる。 82状態から 81非緩和
状態へ移行した後150fs で緩和し81状態を与えるパスを見出した。この緩和は溶媒和過程では説明できず、基底状態
でのホット分子の緩和と比べて非常に速いことから分子の構造変化を反映している可能性が高いと判断した。
以上、本研究は超高速時間分解蛍光スペクトル測定装置を開発し、これを用いて溶液系の光反応ダイナミクスの超
高速初期過程を明らかにしたものであり、本論文は博士(工学)論文として価値のあるものと認めるo
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